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４月１日、小山市立小山城東小学校に赴任し
たばかりの私に、「かけはし」の担当者として最
初の仕事が待っていました。それは、「かけはし」
への入級の面接でした。対象者はパキスタン人の
中学生男子生徒。何も分からない状態でしたが，
「かけはし」に勤務しているバイリンガル指導員の
協力を得て、何とかその場を乗り切ることができ
ました。そして、赴任初日にして、外国人児童生
徒が増加傾向にある小山市の現状を実感するこ
とができました。また、このとき面接した生徒が
パキスタン人ということにも驚きました。私は、「か
けはし」の担当になる前も別の小学校、中学校で
「日本語教室」を担当していた経験がありますが、
そのときの外国人児童生徒と言えば、ほとんどが
ブラジル人とペルー人でした。しかし、現在の小
山市では、外国人児童生徒の「散在化」、「多国
籍化」の傾向が見られ、特に、フィリピンやパキ
スタンといったアジア諸国からの児童生徒が増加
しています。
さて、私が「かけはし」の担当になり半年が過
ぎましたが、その間、２０名以上の児童生徒の
指導に当たってきました。その中で感じたことは、
文化も習慣も違う、言葉もよく分からない日本で、
彼らは本当によくがんばっているということです。
彼らは国籍も様々なため、「かけはし」での公用
語は、学習中のまだつたない日本語ということに
なります。日本語で何とか自分の気持ちを伝えよ
うとしている姿を見ると、私自身もがんばろうとい
う気持ちになります。また、私は外国語が話せな
いため、彼らが母語で話しているときには、何を
話しているのかよく分かりません。つまり、会話力
という点では一番能力が低いのは私なのです。で
もそのお陰で、「彼らも日本の学校では、いつも
このような気持ちなんだろうなぁ」と感じることが
でき、その都度、彼らのためにできるだけのこと
をしてあげたいという気持ちをもつことができてい
ます。 
しかし、彼らのために私がしてあげられること
はほんのわずかしかありません。そのため、これ
までも「かけはし」の指導員、小山城東小学校、
通級児童生徒の在籍校、小山市教育委員会など、
多くの方々に支えられてきました。外国人児童生
徒が日本の学校生活、さらには日本の社会に適
応していくためには、「かけはし」の指導だけで
は不十分です。そこで必要になってくるのが関
係各所との連携だと考えていますので、これか
らもその充実が図れるように努めていきたいと
思います。
近年の日本の状況を考えると、今後も外国人児
童生徒は増えていくと思います。そして、そのよう
な現状の中で、「かけはし」の果たす役割は非常
に大きなものであるとも感じています。「かけはし」
が外国人児童生徒にとって、本当の意味で「架け
橋」となれるよう、今後も様々な方々の協力を得
ながら努力していきたいと思います。
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